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№ 質問内容 ご回答

1

電柱を移設する場合、貴市と電力会社との間で移設に
関する協議及び工事をしていただけると解釈してよろ
しいでしょうか。

請負者の責任において、完備してください。

2

要求水準書P30 7工事条件(10)に「管理棟解体前に、
既存ごみ焼却施設の運転管理を継続するための仮設管
理棟を設置すること。また、仮設管理棟の解体・撤去
も本工事範囲とする」とありますが、仮設管理棟及び
仮設計量機使用中の防災、防犯管理、各設備の管理は
現ごみ焼却施設管理棟と同様に貴市の所掌範囲（本事
業所掌範囲外）と解釈しておりますが、よろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。ただし、仮設管理棟に現ごみ
焼却施設管理棟と同様の管理ができる機能が備わっ
ていることが前提です。

3

仮設管理棟は、新施設完成までの限定使用の為、建築
基準法第 85 条第5項の規定に基づく仮設建築物「建
替工事期間中の代替建築物その他これに類し特定行政
庁が当該工事の施工上必要と認める期間（1年以
上）」に該当し、仮設建築物として事業者提案とする
ことでよろしいでしょうか。

当市における仮設建築物の許可や建築確認は、上北
地域県民局等の監督官庁で行っておりますので、仮
設管理棟が仮設建築物に該当するかどうかは、当市
では判断できません。
本提案に係る法規制の監督官庁への確認（一般的な
建築物に係る法規制の監督官庁への確認は除く。）
は、受注後に行って下さい。

4

第2回質疑回答No.9にて、「集水桝以降の容量等が不
足する場合は維持管理も含めて請負者の業務範囲とな
ります」とのことですが、現状の集水桝の容量が不明
であるため、容量が不足するか否かの判断が出来かね
ます。
既存の集水桝の容量等の仕様が分かる資料のご提示を
お願い致します。

添付資料１の雑排水槽図（既設施設）をご確認下さ
い。

5

第2回質疑回答No.10にて、「新設炉建設中の使用する
計量機についても、管理事務所（市職員用）へのデー
タ送信が可能となるよう計画してください」とありま
すが、データの通信方法、受信側の機器等資料のご提
示をお願い致します。

添付資料２．１の計量システム仕様書（既設施設）
及び添付資料２．２の計量システム電気系統図（既
設施設）をご確認下さい。

6

第2回質疑回答No.17にて、「積載形トラッククレーン
1台と公用車2台の計3台及び請負者が必要と判断する
車両を想定してください。」とのご回答でしたが、公
用車は乗用車を想定してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

7

第2回質疑回答No.19にて、6)については、「ひび割れ
対策を考慮すること」を「ひび割れ対策を考慮し、低
熱ポルトランドセメントまたは中庸熱ポルトランドセ
メントの使用を基本とすることと修正します」 7)に
ついては、「高炉セメントの使用を基本とすることを
削除します」とのご回答でしたが6)については、
「ごみピット及び同レベルの耐圧版は、十分な厚さの
無梁版とすること。また、ピットの耐圧版や側壁は、
部材断面が大きくなり、マスコンクリートとなる場合
は、ひび割れ対策を考慮し、低熱ポルトランドセメン
トまたは中庸熱ポルトランドセメントの使用を基本と
すること」
との解釈でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。ただし、その他のコンクリー
トについても請負者の責任において、収縮によるひ
び割れ対策を講じてください。

三沢市ごみ焼却施設整備運営事業に係る提案書提出前ヒアリングにおける質疑応答

　三沢市ごみ焼却施設整備運営事業に係る提案書提出前ヒアリングにおいて、以下の質疑応答がありまし
たので公表します。


